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いては肯定する｡ それは,1895年に公表された ｢『ローマ法』と 『ドイツ法』｣や労働法学者P･ロトマー




















































































































とか,非連続的であるとかを結論づけるものではない｡現在,ヴェ-バーの著作 ･論文 ･講演 ･書簡等を
ほぼ網羅した 『ヴェ-バー全集』が刊行中であって,資料的,実証的に結論づけることには,なお,慎重
を要するからである,と｡膨大な資料の検討の後に,著者が辿り着いたのは,このようなある意味で平凡
な結論である｡ また問題の 『ヴェ-バー全集』についても,その編集委員会内で,『経済と社会』の構成
を巡って,モムゼンとシュルフタ-との見解の相違により,『全集』それ自体の刊行の時期の大幅な遅延
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は避け難い｡それゆえ,本論文の著者もそれ以上には進めないのである｡ しかしそのことは,決して本論
文の弱点でない｡
限界を明確に自覚して,ヴェ-バー研究の現在を正確に伝えようとする点で,本論文は知的に廉直な精
神の賜と評価できよう｡ 一言で言えば,本論文は,いわゆる ｢モムゼン･ショック｣の後の我が国のヴェ
-バー研究の現状を集中的に示すものとなっている｡ さらに,単にヴェ-バー研究の視点からのみならず,
ドイツおよび我が国の近 ･現代史の歴史的評価という問題についても,本論文は多くの示唆を与えている｡
また,資料の操作の能力からして,著者の今後の学問的生産性にも高い可能性が見て取れる｡巨大な課題
を敢えて設定して,これに取り組み,相当程度に成功したと評価できよう｡
以上の理由により,本論文は博士 (法学)の学位を授与するにふさわしいものと認められる｡なお,辛
成8年11月7日に,調査委員3名が論文内容とそれに関連した試問を行った結果,合格と認めた｡
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